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東京パラリンピック開催まで、あと 500 日 
障害者スポーツ団体は、大会後を見据えた戦略的な組織基盤の強化を 

『障害者スポーツ競技団体の実態調査』調査結果 

（公益財団法人ヤマハ発動機スポーツ振興財団 調査） 
 

公益財団法人笹川スポーツ財団（SSF）はスポーツに関するさまざまな調査を実施するとともに、外

部機関と協力・連携し、スポーツの振興に取り組んでいます。当財団の小淵和也主任研究員がプロジェ

クトメンバーとして担当した、ヤマハ発動機スポーツ振興財団（YMFS）による「障害者スポーツ競技

団体の実態調査」の結果をご案内します。（本調査は 2018 年 12 月に発表済み） 
本調査は障害者スポーツ競技団体（パラリンピック競技団体“夏季・冬季”とパラリンピック競技以外

の団体）を対象にアンケートを行い、併せて 53 団体（パラリンピック競技団体:27“夏季 24 団体、冬

季 3 団体”、パラリンピック競技以外の団体:26）から回答を得ました。 
 

 

 

【担当者コメント】 

本調査ではパラサポの設立効果をたずねている。その効果について、業務効率化、情報量増加、他の 
競技団体との連携・交流を挙げる団体が多く、発足当初の目的が実を結んでいることが再認識できた。 
一方で、設立当初から、日本財団パラアリーナの建設も含めて、パラ団体の“自走”を支援してきたが、

調査結果はその難しさを物語っている。大会開催まであと 500 日となった。パラサポの支援終了がパラ

団体の活動低下となる事態は避けなくてはならず、大会後の組織運営について、競技団体が現行の支援

内容を精査したうえで、一般スポーツ団体との連携、日本パラリンピック委員会（JPC）が牽引役とな

った共同運営に向けた仕組みの構築やガイドラインの策定、障害のない人を対象にした楽しめるスポー

ツとして障害者スポーツの普及など、戦略的な組織基盤強化策を模索するための、きっかけとなる“500
日”にしてもらいたい。 

【笹川スポーツ財団 スポーツ政策研究所 主任研究員 小淵和也】 
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日本財団パラリンピックサポートセンター（パラサポ）内に事務局ある「パラ団体」は 17 団体。 

パラサポ利用後の主な効果は「業務効率化」、「情報量増加」、「他の競技団体との連携・交流」など。 

 

2021 年 4 月以降の団体運営について、「パラ団体」は事業縮小・人員削減、「非パラ団体」は事業 

拡大・人員増員を検討している。 
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【主な調査結果】 
（１）2021 年 4 月以降の団体運営について 

①事業の進め方 
障害者スポーツ競技団体の 2021 年 4 月以降の事業の進め方についてみると、「縮小」 （17 団体）が

最も多く、ついで「現状維持」（15 団体）、「拡大」（14 団体）だった。「拡大」と回答したのは全てパラ

リンピック競技以外の団体だった。（図表 1） 

 
（図表 1）障害者スポーツ競技団体の 2021 年 4 月以降の団体運営（事業の進め方）(N=49) 

 

②人員配置 
障害者スポーツ競技団体の 2021 年 4 月以降の人員配置についてみると、「現状維持」（18 団体）が最

も多く、ついで「削減」（13 団体）、「増員」（11 団体）だった。「削減」と回答したのは全てパラリンピ

ック競技団体だった一方で、「増員」と回答したのは全てパラリンピック競技以外の団体だった。 
（図表 2） 

（図表 2）障害者スポーツ競技団体の 2021 年 4 月以降の団体運営（人員配置）(N=48) 
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（2）日本財団パラリンピックサポートセンター利用後の効果（自由記述） 

パラリンピック競技団体の日本財団パラリンピックサポートセンター利用後の効果についてみると、

「業務効率化」「情報量増加」「他の競技団体との連携・交流」が 6 団体と最も多かった。（図表 3） 

 

（図表 3）障害者スポーツ競技団体の日本財団パラリンピックサポートセンター利用後の効果(N=18) 

 

 

【調査の概要】 

・調査目主体：ヤマハ発動機スポーツ振興財団 
・調査内容組織の：形態と事務局機能 

組織の構成と運営 
実施事業 

・調査対象：障害者スポーツ競技団体 53 団体 
（内訳） 
パラリンピック競技団体 27 団体（夏季競技団体 24、冬季競技団体 3） 
パラリンピック競技以外の団体 26 団体 

・調査期間：2017 年 11 月～2018 年 8 月 
・調査方法：アンケート調査 
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